
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第一回ワークショップのご報告 
主催：老上西学区まちづくり協議会 

協力：立命館大学（阿部研、金研） 

第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

老
上
西
学
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
帰
帆
島
周
辺
は
、 

中
間
水
路
の
水
質
悪
化
や
外
来
植
物
の
繁
殖
、
ゴ
ミ 

の
不
法
投
棄
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 
一
方
で
、
矢
橋
公
園
（
旧
矢
橋
港
）
な
ど
の
歴
史 

的
な
史
跡
や
琵
琶
湖
の
景
観
、
帰
帆
島
公
園
で
楽
し 

く
遊
ぶ
子
ど
も
の
姿
な
ど
、
ま
ち
の
力
も
数
多
く
あ 

り
ま
す
。 

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
に
、
立
命
館
大
学  

理
工
学
部
の
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科 

阿
部
研
究 

室
と
、
環
境
都
市
工
学
科
の
金
研
究
室
の
協
力
の
も 

と
、
老
上
西
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回
ワ
ー 

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
住
民
の 

方
々
と
大
学
生
お
よ
び
行
政
職
員
が
参
加
し
、「
旗 

さ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
形
で
、
老
上
西
学
区
の
地
域
の
魅
力
や
問
題
点
を
共
有

し
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
ま
ち
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た
。
旗
さ
し
に
よ
っ
て
意
見
を

出
し
合
う
こ
と
で
、
老
上
西
学
区
と
帰
帆
島
周
辺
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

帰
帆
島
周
辺
の
魅
力
や
問
題
点
の
再
発
見 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
航
空 

写
真
の
上
に
三
つ
の
色
の
旗
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

赤
色
の
旗
は
ま
ち
の
魅
力
や
思
い
出
の
風
景
、
水
色
の
旗 

は
現
状
の
課
題
や
問
題
点
、
黄
色
の
旗
は
将
来
、
ど
の
よ 

う
な
場
所
に
な
っ
た
ら
良
い
か
、
未
来
の
姿
を
書
い
て
も 

ら
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
や
魅
力
、
課
題
・
問 

題
点
、
将
来
の
帰
帆
島
周
辺
へ
の
思
い
を
共
有
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

次
回
は
、
三
月
六
日
（
日
）
十
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
の
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
で
の
意
見
を
踏
ま
え 

て
、
次
回
の
第
二
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
帰
帆
島
や 

中
間
水
路
に
お
け
る
「
水
辺
公
園
」
の
整
備
に
向
け
た
ア
イ 

デ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
う
予
定
で
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の 

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


